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一
つ
目
が
、
こ
の
退
職
所
得
に
は
、
概
算
経
費

と
し
て
勤
続
年
数
に
応
じ
た
「
退
職
所
得
控
除
」

制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
退
職
控
除
額
は
、

勤
続
20
年
ま
で
は
、
勤
続
年
数
１
年
に
つ
き
40
万

円
、
勤
続
21
年
目
か
ら
は
年
70
万
円
ず
つ
控
除
額

が
積
み
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
【
図

表
１
】。
退
職
金
の
額
が
退
職
所
得
控
除
額
よ
り
も

少
な
い
場
合
に
は
、
無
税
と
な
り
ま
す
。

　

二
つ
目
が
、
こ
の
退
職
所
得
控
除
を
超
え
た

部
分
が
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
が
、
実
際
に
課
税

対
象
と
な
る
の
は
、
そ
の
２
分
の
１
相
当
額
で
す

【
図
表
２
】。

　

三
つ
目
が
こ
の
超
え
た
部
分
は
、
給
与
所
得
な

ど
の
他
の
各
種
所
得
の
金
額
と
は
合
算
さ
せ
ず
に

超
過
累
進
税
率
を
乗
じ
て
、
退
職
金
に
対
す
る
税

額
が
算
出
さ
れ
ま
す
（
分
離
課
税
）。

　

な
お
、
手
続
き
と
し
て
、
退
職
金
が
支
払
わ
れ

る
時
ま
で
に
、
勤
務
先
に
対
し
て
「
退
職
所
得
の

受
給
に
関
す
る
申
告
書
」
を
提
出
す
る
か
否
か
に

よ
っ
て
源
泉
徴
収
税
額
や
確
定
申
告
が
必
要
か
ど

う
か
違
っ
て
き
ま
す
（
後
述
）。

　

退
職
金
は
、
退
職
後
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
支

え
る
た
め
の
大
切
な
資
金
と
な
り
ま
す
。
厚
生
労

働
省＊
１に

よ
る
と
、
大
企
業
の
平
均
退
職
金
額
（
男

性
）
は
、
大
学
卒
で
２
２
３
０
万
円
、
高
校
卒
で

２
０
１
７
万
円
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
退
職
金
は
、

一
時
金
で
ま
と
ま
っ
た
額
を
受
け
取
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
計
画
を
立
て
て
管
理
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
退
職
金
に
か
か
る
税
金
、
使
い
道
の

考
え
方
、
運
用
の
仕
方
、
そ
の
他
注
意
点
な
ど
を

ご
説
明
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

退
職
金
に
か
か
る
税
金

　

退
職
金
に
は
、所
得
税
、復
興
特
別
所
得
税
（
令

和
19
年
12
月
31
日
ま
で
）、
及
び
住
民
税
が
か
か
り

ま
す
。

　

た
だ
し
、
退
職
金
は
、
長
年
の
勤
務
に
対
し
て

支
払
わ
れ
る
金
銭
で
あ
り
、
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を

支
え
る
資
金
で
あ
る
た
め
、
税
金
面
で
次
の
３
つ

の
優
遇
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

勤続年数 退職所得控除額

20年以下 40万円×勤続年数（80万円未満の場合は80万円）

20年超 70万円 ×（勤続年数－20年）+ 800万円

　

そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
Ａ
さ
ん
の
ケ
ー
ス
で
計

算
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

《 

前
提
条
件 

》

　

Ａ
さ
ん
の
退
職
金
は
、２
４
０
０
万
円
（
額
面
）、

勤
続
年
数
は
35
年
、「
退
職
所
得
の
受
給
に
関
す
る

望月 FP 社会保険労務士事務所所長
望月 厚子

［もちづき・あつこ］社会保険労務士。ファ
イナンシャル・プランナー（CFP、1級 FP
技能士）。年金・資産運用・保障設計・住宅
ローン・ライフプラン・セカンドライフ等の
個人相談業務、社会保険・労働保険等の法人
相談業務、新聞・雑誌等への執筆、各種セミ
ナー講師に加え、厚生労働省社会保障審議会
年金部会・専門委員会委員も務める。

退
職
金
に
関
連
す
る
税
金
と

退
職
金
の
管
理
の
仕
方

家
計
の
お
悩
み
解
決
の
ヒ
ン
ト　＞＞＞　

第
４
回

【図表１】退職所得控除額

【図表２】課税対象になる退職金の金額の計算方法
課税対象になる退職金の金額 ＝
｛ （収入金額（源泉徴収前の金額）−退職所得控除額 ｝×1/2

※１ 勤続年数に１年未満の端数が生じた時は、切り上げて１年として計算
※２ �前年以前に退職金を受け取ったことがある場合、または同一年中

に２ヵ所以上から退職金を受け取る場合等は特別な控除額の計算
がされる

＊１　「令和３年　賃金事情等総合調査(調査実施期間：令和３年8月2日～9月13日)」
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が
退
職
金
額
か
ら
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
、

住
民
税
を
差
し
引
い
た
税
引
き
後
の
退
職
金
概
算

手
取
額
（
万
円
単
位
）
と
な
り
ま
す
。

退
職
金
と
社
会
保
険
料

　

通
常
、
給
与
や
賞
与
に
は
、
健
康
保
険
料
や

厚
生
年
金
保
険
料
な
ど
の
社
会
保
険
料
が
か
か
り

ま
す
が
、
退
職
金
に
は
、
こ
れ
ら
社
会
保
険
料
は

か
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
退
職
後
の
健
康
保
険
に

つ
い
て
、「
国
民
健
康
保
険
」
に
加
入
さ
れ
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
退
職
所
得
は
、

国
民
健
康
保
険
料
（
税
）
を
計
算
す
る
際
の
前
年

の
所
得
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

確
定
申
告
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か

　

退
職
金
の
支
払
を
受
け
る
時
ま
で
に
、「
退
職

所
得
の
受
給
に
関
す
る
申
告
書
」
を
勤
務
先
に
提

出
し
て
い
る
人
は
、
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所

得
税
の
適
切
な
額
が
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
の
で
、

確
定
申
告
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
退
職
所
得
の
受
給
に
関
す
る
申
告
書
」
と
は
、

勤
務
先
を
退
職
し
て
退
職
金
を
受
け
取
る
人
が
、

そ
の
退
職
金
の
内
容
や
退
職
年
月
日
、
勤
続
年
数
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
な
ど
に
つ
い
て
記

入
す
る
申
告
書
の
こ
と
で
す
。「
退
職
所
得
の
受
給

に
関
す
る
申
告
書
」
は
、
勤
務
先
か
ら
手
交
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
方
、「
退
職
所
得
の
受
給
に
関
す
る
申
告
書
」

退職所得金額(A)※ 税率(B) 控除額(C) 税額＝（(A)×(B)－(C)）×102.1％
   195万円以下 5％ 0円（(A)×5％）×102.1％

195万円超～   330万円以下 10％ 97,500円（(A)×10％－97,500円）×102.1％

330万円超～   695万円以下 20％ 427,500円（(A)×20％－427,500円）×102.1％

695万円超～   900万円以下 23％ 636,000円（(A)×23％－636,000円）×102.1％

900万円超～1,800万円以下 33％ 1,536,000円（(A)×33％－1,536,000円）×102.1％

1,800万円超～4,000万円以下 40％ 2,796,000円（(A)×40％－2,796,000円）×102.1％

4,000万円超 45％ 4,796,000円（(A)×45％－4,796,000円）×102.1％

申
告
書
」を
勤
務
先
に
提
出
済
み
で
す
。【
図
表
３
】

及
び
【
図
表
４
】
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
、
①
退
職
所
得
控
除
額
を
計
算
し
ま

す
。
Ａ
さ
ん
の
場
合
、
退
職
所
得
控
除
額
は

１
８
５
０
万
円
で
す
。
次
に
、②
課
税
対
象
と
な

る
退
職
所
得
金
額
の
計
算
を
し
ま
す
。
退
職
所

得
金
額（
課
税
対
象
額
）は
２
７
５
万
円
に
な
り

ま
す
。
続
い
て
、
③
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
、
④
住
民
税
の
計
算
を
し
ま
す
。
所
得
税
及
び

復
興
特
別
所
得
税
は
18
万
１
２
２
７
円
、住
民
税
は

27
万
５
０
０
０
円
に
な
り
ま
す
。よ
っ
て
、手
取
り

金
額
は
２
３
５
４
万
３
７
７
３
円
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、【
図
表
５
】
の
「
税
引
き
後
の
退
職
金

概
算
手
取
額
早
見
表
」
を
使
え
ば
、
簡
単
に
税

引
き
後
の
退
職
金
概
算
手
取
額
が
把
握
で
き
ま

す
。
こ
の
表
の
見
方
は
、
縦
軸
の
「
勤
続
年
数
」、

横
軸
の
「
退
職
金
額
」
の
交
わ
っ
た
部
分
の
数
字

【図表３】所得税額の速算表と住民税額の計算式

【図表４】Aさんの退職金の税額と手取り額の計算例

※退職所得金額（A）に1,000円未満の端数があるときは、切り捨てる

住民税額 ＝ (A)×10％（市区町村民税額 6％ ＋ 都道府県民税額 4％）

＜所得税額の早見表＞ 

＜住民税額の計算式＞ 

《 前提条件 》
　�Aさん、退職金2,400万円（額面）、勤続年数35年、「退職所得の受給に関する
申告書」を勤務先に提出済み
①退職所得控除額の計算
　退職所得控除額＝70万円×（勤続年数35年－20年）＋800万円 ＝ 1,850万円
②退職所得金額の計算
　退職所得金額（課税対象額）＝�（退職金2,400万円－退職所得控除1,850万円）

×1/2＝275万円
③所得税及び復興特別所得税の計算
　�所得税額に対して、2.1％の復興特別所得税がかかります。【図表３】の速算表
に当てはめて計算します。
　（275万円×10％ー97,500円）×102.1％＝181,227円（1円未満切捨）
④住民税の計算
　住民税については、【図表３】の計算式に当てはめて計算します。
　（275万円×10％）＝275,000円（1円未満切捨）
⑤退職金手取り額
　退職金2,400万円  －（③181,227円＋④275,000円) ＝ 23,543,773円
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を
勤
務
先
に
提
出
し
て
い
な
い
人
は
、
退
職
金
の

額
に
一
律
20
・
42
％
の
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所

得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
の

源
泉
徴
収
税
額
は
、
退
職
所
得
控
除
額
を
反
映
し

て
い
な
い
仮
の
計
算
で
徴
収
さ
れ
て
い
る
た
め
、

通
常
、
過
大
な
税
額
に
な
り
ま
す
の
で
確
定
申
告

を
す
る
こ
と
で
精
算
し
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

退
職
金
は

ど
の
よ
う
に
管
理
す
れ
ば
い
い
か

　

退
職
金
が
日
常
生
活
費
の
出
し
入
れ
に
使
っ
て

い
る
預
貯
金
口
座
に
振
り
込
ま
れ
た
場
合
、
そ
の

ま
ま
に
し
て
お
く
と
日
常
生
活
費
と
し
て
使
っ
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
退
職
金
は
、
日
常

生
活
費
の
出
し
入
れ
で
利
用
し
て
い
る
預
貯
金
口

座
と
は
分
け
て
管
理
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

金
融
機
関
は

何
を
基
準
に
選
択
す
れ
ば
い
い
か

　

退
職
金
の
預
入
先
の
金
融
機
関
を
選
択
す
る

際
、
考
慮
し
た
い
の
が
「
預
金
保
険
制
度
（
ペ
イ

オ
フ
）」
で
す
。
預
金
保
険
制
度
と
は
、
国
内
に
本

店
の
あ
る
銀
行
や
信
託
銀
行
、
信
用
金
庫
な
ど
の

金
融
機
関
が
破
綻
し
た
場
合
、
預
金
者
に
預
金
を

払
い
戻
す
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

預
金
保
険
制
度
で
は
、
１
金
融
機
関
ご
と
に
１

預
金
者
あ
た
り
元
本
１
０
０
０
万
円
ま
で
と
そ
の

利
息
が
保
護
さ
れ
ま
す
。１
０
０
０
万
円
を
超
え
た

部
分
に
つ
い
て
は
、
破
綻
し
た
金
融
機
関
の
財
務

状
況
状
態
な
ど
に
よ
っ
て
戻
っ
て
く
る
額
が
決
ま

り
ま
す
。

勤続
年数

税引き前の退職金額 　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：万円　　
500 1,000 1,200 1,400 1,600 1,800 2,000 2,200 2,400 2,600 2,800 3,000 3,500 4,000 4,500 5,000

10年 492 949 1,121 1,291 1,461 1,630 1,797 1,963 2,119 2,276 2,432 2,588 2,979 3,370 3,743 4,116
15年 500 969 1,149 1,321 1,491 1,661 1,830 1,997 2,163 2,319 2,476 2,632 3,023 3,414 3,794 4,166
20年 500 984 1,169 1,349 1,521 1,691 1,861 2,030 2,197 2,363 2,519 2,676 3,066 3,457 3,844 4,217
25年 500 1,000 1,196 1,381 1,564 1,744 1,914 2,083 2,253 2,422 2,588 2,752 3,143 3,534 3,924 4,306
30年 500 1,000 1,200 1,400 1,592 1,777 1,959 2,137 2,306 2,476 2,645 2,813 3,219 3,610 4,001 4,392
35年 500 1,000 1,200 1,400 1,600 1,800 1,988 2,173 2,354 2,529 2,699 2,868 3,288 3,687 4,077 4,468
40年 500 1,000 1,200 1,400 1,600 1,800 2,000 2,200 2,384 2,569 2,749 2,921 3,345 3,763 4,154 4,545
45年 500 1,000 1,200 1,400 1,600 1,800 2,000 2,200 2,400 2,596 2,781 2,964 3,399 3,822 4,230 4,621
50年 500 1,000 1,200 1,400 1,600 1,800 2,000 2,200 2,400 2,600 2,800 2,992 3,449 3,876 4,297 4,698

目的 期間 金額 資金の性質 金融商品（候補） メモ

旅行資金 １～２年以内 30万円 安全性 普通預金、通常貯金、
定期預金、定期貯金など 国内旅行を予定

住宅リフォーム ５年以内 100万円
～300万円 安全性と収益性 定期預金、定期貯金、

個人向け国債など
5年以内に外壁。複数の業者に見積も
りを依頼し、金額や内容を検討

子供たちの
結婚費用援助 ５年以内？ 100万円×2人分 安全性と収益性 定期預金、定期貯金、

個人向け国債など
場合によっては
援助しないこともある

介護費用 10～15年くらい？ 300～500万円 収益性 投資信託、株式、
外貨預金など

定期預金をベースに収益性の金融商品
を組み合わせる。リスクに注意

　

た
と
え
ば
、退
職
金
２
０
０
０
万
円
を
預
け
入
れ

る
場
合
、
Ｘ
銀
行
に
１
０
０
０
万
円
、
Ｙ
銀
行
に

１
０
０
０
万
円
と
い
う
よ
う
に
１
０
０
０
万
円
ず

つ
２
つ
の
金
融
機
関
に
分
散
し
て
預
け
て
お
け
ば
、

ど
ち
ら
か
の
銀
行
が
破
綻
し
た
時
も
資
産
が
ペ
イ

オ
フ
の
範
囲
内
で
保
護
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
外
貨

預
金
は
、
預
金
保
険
制
度
の
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

退
職
金
の
運
用
は

ど
う
し
た
ら
い
い
か

　
「
退
職
金
で
株
式
を
購
入
し
た
い
」「
ド
ル
な
ど

の
外
貨
建
て
金
融
商
品
で
運
用
し
た
い
」
と
い
っ

た
ご
相
談
も
多
い
で
す
。
退
職
金
は
、
一
時
金
で

数
百
万
円
～
数
千
万
円
と
ま
と
ま
っ
た
金
額
に
な

り
ま
す
。ゆ
と
り
の
あ
る
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
た
め

に
も
、
運
用
し
て
少
し
で
も
増
や
し
た
い
と
考
え
こ

と
は
当
然
の
こ
と
で
す
。ま
ず
は
、「
退
職
金
の
使
い

道
」の
計
画
作
り
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う【
図
表
６
】。

　

住
宅
ロ
ー
ン
を
繰
り
上
げ
て
返
済
す
る
、自
宅

を
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
、子
供
の
結
婚
資
金
を
援
助
す

る
、先
々
の
介
護
費
用
に
充
て
る
な
ど
あ
る
と
思
い

ま
す
。特
に
決
め
て
い
な
い
場
合
で
も
、ど
の
よ
う

な
目
的
で
い
つ
頃
使
う
か
を
考
え
、そ
の
計
画
に
合

わ
せ
て
金
融
商
品
を
選
び
、運
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
具
体
的
な
金
融
商
品
選
び
で
す
が
、
金

融
商
品
に
は
、「
安
全
性
」「
流
動
性
」「
収
益
性
」

の
３
つ
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。

安
全
性
…�

元
本
保
証
が
あ
る
も
の
で
安
全
確
実
な

も
の

流
動
性
…�

金
銭
の
預
入
、
引
き
出
し
が
自
由
に
行

え
る
も
の

【図表６】「退職金の使い道」計画書の例

【図表５】税引き後の退職金手取額（概算）の早見表 ※ 赤で示した箇所はAさんの例
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集
め
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
金
融
機
関
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
金
融
商
品
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
で
情
報
収
集
し
た
ら
、
運
用
し
た
い
金
融
商
品

の
仕
組
み
を
し
っ
か
り
理
解
し
て
、そ
の
メ
リ
ッ
ト・

デ
メ
リ
ッ
ト
も
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　

次
に
、
自
分
が
運
用
す
る
目
的
や
運
用
期
間
、

運
用
す
る
金
額
を
明
確
に
し
た
上
で
、
金
融
商
品

を
〝
仮
に
〟
選
ん
で
み
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
購
入

し
な
い
状
態
で
、
自
分
が
選
ん
だ
金
融
商
品
の
動

向
を
１
～
２
カ
月
追
っ
て
み
る
の
で
す
。
特
に
、

リ
ス
ク
の
あ
る
金
融
商
品
は
、
実
際
に
運
用
し
た

と
仮
定
し
、
運
用
し
て
い
る
つ
も
り
で
値
動
き
を

観
察
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
実
際
に
運
用
す
る

前
に
金
融
商
品
の
値
動
き
を
観
察
す
る
こ
と
で
、

金
利
が
動
く
タ
イ
ミ
ン
グ
や
、
値
動
き
に
影
響
し

た
情
報
（
新
商
品
の
開
発
、
天
候
、
国
際
紛
争
等
）

な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
運
用
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
自
信
が

つ
き
、
実
際
に
運
用
を
始
め
る
と
し
て
も
、
一
度

に
大
き
な
金
額
を
つ
ぎ
込
む
（
投
資
す
る
）
こ
と

は
お
す
す
め
で
き
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
も
、
現
役

時
代
で
あ
れ
ば
、
運
用
で
大
き
な
損
失
を
出
し
て

も
取
り
戻
す
た
め
の
時
間
が
あ
り
ま
す
が
、
退
職

後
の
運
用
で
は
、
大
き
な
損
失
は
そ
の
ま
ま
大
き

な
痛
手
と
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。「
損
失
を

取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
」
と
い
う
焦
り
と
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
で
、
さ
ら
に
大
き
な
損
失
を
出
し
て
し

ま
え
ば
、目
も
当
て
ら
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、

大
切
な
老
後
資
金
と
な
る
退
職
金
を
運
用
す
る
際

は
、
よ
り
一
層
の
慎
重
さ
が
求
め
ら
れ
る
の
で
す
。

し
っ
か
り
見
極
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
見
、

有
利
そ
う
に
見
え
る
金
融
商
品
で
も
、
リ
ス
ク
が

高
い
金
融
商
品
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、「
退
職
金
運
用
プ
ラ
ン
」
の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
退
職
者
向
け
に
定
期

預
金
と
投
資
信
託
や
外
貨
預
金
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
た
も
の
で
、
多
く
の
金
融
機
関
が
販
売
し
て
い

ま
す
。
定
期
預
金
は
、
安
全
性
の
高
い
金
融
商
品

で
す
が
、
退
職
金
運
用
プ
ラ
ン
で
は
、
定
期
預
金

単
独
で
申
し
込
む
こ
と
は
で
き
ず
、
投
資
信
託
や

外
貨
預
金
と
い
っ
た
元
本
保
証
の
な
い
リ
ス
ク
の

高
い
金
融
商
品
と
の
組
み
合
わ
せ
に
な
り
ま
す
。

　

Ｘ
銀
行
の
退
職
金
運
用
プ
ラ
ン
で
は
、
定
期
預

金
の
金
利
が
預
入
当
初
３
カ
月
間
年
利
６
％
（
税

引
き
前
）
と
高
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
、

４
カ
月
目
か
ら
年
利
１
・
８
％
（
税
引
き
前
）
と

大
き
く
下
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
投
資
信
託
に
は

販
売
手
数
料
、外
貨
預
金
に
は
為
替
手
数
料
と
い
っ

た
コ
ス
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
か
か
り
ま
す
。
一
見
、
定

期
預
金
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
の
で
安
全
性
が
高

く
、
金
利
も
高
い
有
利
な
プ
ラ
ン
に
見
え
ま
す
が
、

高
い
金
利
は
短
期
間
だ
け
で
あ
っ
た
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
元
本
割
れ
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
退
職
金
の
運
用
に
つ
い
て
焦
り
は

禁
物
と
い
う
こ
と
で
す
。
退
職
金
の
受
け
取
り
か

ら
実
際
に
使
う
ま
で
の
期
間
は
、
比
較
的
時
間
が

あ
り
ま
す
の
で
、
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
、

運
用
方
法
を
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

運
用
方
法
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
人
任
せ
に

し
な
い
こ
と
で
す
。
ま
ず
は
自
分
自
身
で
情
報
を

収
益
性
…�

リ
ス
ク
が
あ
る
が
運
用
に
よ
る
収
益
が

見
込
ま
れ
る
も
の

　

こ
の
３
つ
の
基
準
を
す
べ
て
兼
ね
備
え
て
い
る

金
融
商
品
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
般
的
に
、リ
ス
ク
が
高
け
れ
ば
、リ
タ
ー
ン
（
収

益
）
も
高
く
、
リ
ス
ク
が
低
け
れ
ば
、
リ
タ
ー
ン

も
低
く
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
５
年
以
内
に
住

宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
予
定
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

使
う
時
期
ま
で
に
資
産
を
減
ら
さ
な
い
よ
う
に
安

全
性
を
確
保
し
つ
つ
、
利
回
り
が
期
待
で
き
る
金

融
商
品
を
選
び
ま
す
。
運
用
期
間
は
５
年
な
の
で
、

収
益
性
よ
り
も
、
安
全
性
を
重
視
し
「
定
期
預
金
」

を
選
択
し
た
と
し
ま
す
。

　

次
に
、
ど
の
金
融
機
関
で
、
定
期
預
金
の
契
約

を
す
る
か
を
検
討
し
ま
す
。
同
じ
定
期
預
金
で
も
、

金
融
機
関
に
よ
っ
て
金
利
が
違
う
こ
と
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。た
と
え
ば
、Ａ
銀
行
の
定
期
預
金
の

金
利
は
、０・０
０
２
％
（
令
和
４
年
11
月
現
在
）で
、

１
０
０
万
円
を
１
年
間
預
け
て
も
、利
息
は
20
円

（
税
引
き
前
）ほ
ど
で
す
が
、Ｂ
銀
行
で
は
、０・３
％

と
Ａ
銀
行
よ
り
も
金
利
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
同
じ
定
期
預
金
で
も
金
融
機
関
に

よ
っ
て
金
利
が
違
い
ま
す
の
で
、
金
利
に
関
す
る

情
報
収
集
を
し
て
有
利
な
条
件
の
金
融
機
関
を

選
び
、
預
け
入
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

退
職
金
を
運
用
す
る
際
の

注
意
点

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
退
職
金
の
運
用
で
注
意

す
べ
き
点
に
つ
い
て
で
す
。

　

１
点
目
は
、
金
融
商
品
の
内
容
を
理
解
し
て
、

＞＞＞ 家計のお悩み解決のヒント


